
(57)【要約】

　【課題】　支持構造に隣接する領域にシェルターを形

成するために、支持構造に取り付ける日よけアセンブリ

を提供する。

　【解決手段】　日よけアセンブリは、少なくとも１つ

のアーム・アセンブリを含んでおり、アーム・アセンブ

リは、第１のセグメントと、第１のセグメントに回動可

能に結合される第２のセグメントと、それらのセグメン

トの一部の間に延在する付勢部材とを含み、付勢部材は

、閉姿勢において、第１および第２のセグメントによっ

て規定される領域内に実質的に隠される。また、付勢部

材が取付ブラケットに対するリンク部材の回動に抗し、

調整部が、付勢部材の圧縮を調整する。さらに、日よけ

アセンブリは、支持脚と、案内レールに支持脚を結合す

る回動アセンブリとを含む。回動アセンブリは、回動ア

センブリの回動移動を制限する制止部材を含む。さらに

、日よけアセンブリは、第１および第２の支持脚を備え

、段階的長さに調整する固定部材を含む。

　【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の セ グ メ ン ト と 、 前 記 第 １ の セ グ メ ン ト に 回 動 可 能 に 結 合 さ れ た 第 ２ の セ グ メ ン ト
と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の セ グ メ ン ト の 間 に 設 け ら れ る 付 勢 部 材 と を 含 む 、 少 な く と も １
つ の ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ を 備 え 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の セ グ メ ン ト が 、 前 記 付 勢 部 材 が 露 出 す る 開 姿 勢 と 、 前 記 付 勢 部 材
が 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の セ グ メ ン ト に よ っ て 規 定 さ れ る 領 域 内 に 実 質 的 に 隠 さ れ る 閉 姿 勢
の 間 で 、 互 い に 回 動 す る よ う に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 日 よ け ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ が 、 第 １ の ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ お よ び 第 ２ の
ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 日 よ け ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 開 姿 勢 よ り も 前 記 閉 姿 勢 の 場 合 に 、 各 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ に お け る 前 記 第 １ の セ グ
メ ン ト と 前 記 第 ２ の セ グ メ ン ト の 間 の 回 動 結 合 部 が 、 互 い に 接 近 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ に 記 載 の 日 よ け ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ と 、
　 支 持 構 造 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ る 取 付 ブ ラ ケ ッ ト と 、
　 前 記 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ と 前 記 取 付 ブ ラ ケ ッ ト の 間 に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ る リ ン ク
部 材 で あ っ て 、 前 記 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ が 、 前 記 リ ン ク 部 材 に 対 し て 、 第 １ の 回 動 軸 の 周
り を 回 動 す る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 リ ン ク 部 材 が 、 前 記 取 付 ブ ラ ケ ッ ト に 対 し て 、 第 ２ の
回 動 軸 の 周 り を 回 動 す る よ う に 構 成 さ れ る リ ン ク 部 材 と 、
　 前 記 取 付 ブ ラ ケ ッ ト に 対 す る 、 前 記 リ ン ク 部 材 の 前 記 第 ２ の 回 動 軸 周 り の 回 動 に 抗 す る
よ う に 構 成 さ れ る 付 勢 部 材 と 、
　 前 記 付 勢 部 材 の 付 勢 を 調 整 す る よ う に 構 成 さ れ る 調 整 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、
支 持 構 造 に 取 り 付 け ら れ る 日 よ け ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 調 整 部 が 調 整 ね じ を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 日 よ け ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 取 付 ブ ラ ケ ッ ト に 対 す る 、 前 記 リ ン ク 部 材 の 前 記 第 ２ の 回 動 軸 周 り の 回 動 を 制 限 す
る よ う に 構 成 さ れ る 制 止 部 材 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 日 よ け ア
セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ の 回 動 軸 が 、 前 記 第 １ の 回 動 軸 に 対 し て 実 質 的 に 直 交 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ に 記 載 の 日 よ け ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 １ の 端 部 お よ び 第 ２ の 端 部 を 含 み 、 前 記 第 １ の 端 部 が 支 持 構 造 に 対 し て 取 り 付 け ら れ
る よ う に 構 成 さ れ る ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ と 、
　 前 記 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ の 前 記 第 ２ の 端 部 に 対 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 ア ー ム ・ ア セ ン
ブ リ に よ っ て 支 持 構 造 に 対 し て 支 持 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る 案 内 レ ー ル と 、
　 支 持 脚 と 、
　 前 記 支 持 脚 を 前 記 案 内 レ ー ル に 結 合 す る 回 動 ア セ ン ブ リ と を 備 え 、
　 前 記 回 動 ア セ ン ブ リ は 、
　 前 記 案 内 レ ー ル に 取 り 付 け ら れ る 回 動 ブ ラ ケ ッ ト と 、
　 前 記 支 持 脚 が 第 １ の 方 向 に 延 び る 第 １ の 軸 の 周 り を 回 動 で き る よ う に 、 前 記 支 持 脚 に 回
動 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 回 動 ア ー ム と 、
　 前 記 回 動 ア ー ム を 前 記 回 動 ブ ラ ケ ッ ト に 回 動 可 能 に 取 り 付 け る 回 動 リ ン ク と を 含 み 、
　 前 記 回 動 ア ー ム が 、 前 記 回 動 リ ン ク に 対 し て 、 前 記 第 １ の 方 向 に 実 質 的 に 直 交 す る 第 ２
の 方 向 に 延 び る 第 ２ の 軸 の 周 り を 回 動 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 回 動 リ ン ク が 、 前 記 回 動 ブ ラ ケ ッ ト に 対 し て 、 前 記 第 １ の 方 向 お よ び 前 記 第 ２ の 方
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向 に 実 質 的 に 直 交 す る 第 ３ の 方 向 に 延 び る 第 ３ の 軸 の 周 り を 回 動 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 回 動 ア セ ン ブ リ は 、 前 記 回 動 ブ ラ ケ ッ ト に 対 す る 前 記 回 動 リ ン ク の 回 動 可 能 範 囲 を
制 限 す る よ う に 構 成 さ れ る 第 １ の 制 止 部 材 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 支 持 構 造 に 取
り 付 け ら れ る 日 よ け ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の 制 止 部 材 は 、 前 記 案 内 レ ー ル と と も に 、 前 記 回 動 ブ ラ ケ ッ ト に 対 す る 前 記 回
動 リ ン ク の 回 動 を 少 な く と も 約 ９ ０ ゜ に 制 限 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 日 よ
け ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 回 動 リ ン ク に 対 す る 前 記 回 動 ア ー ム の 回 動 可 能 範 囲 を 制 限 す る よ う に 構 成 さ れ る 第
２ の 制 止 部 材 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 日 よ け ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 ２ の 制 止 部 材 は 、 前 記 回 動 リ ン ク に 対 す る 前 記 回 動 ア ー ム の 回 動 を 少 な く と も 約
９ ０ ゜ に 制 限 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 日 よ け ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 第 １ の 端 部 お よ び 第 ２ の 端 部 を 含 み 、 前 記 第 １ の 端 部 が 、 支 持 構 造 に 対 し て 取 り 付 け ら
れ る よ う に 構 成 さ れ る ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ と 、
　 前 記 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ の 前 記 第 ２ の 端 部 に 対 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 ア ー ム ・ ア セ ン
ブ リ に よ っ て 支 持 構 造 に 対 し て 支 持 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る 案 内 レ ー ル と 、
　 支 持 脚 と 、
　 前 記 支 持 脚 を 前 記 案 内 レ ー ル に 結 合 す る 回 動 ア セ ン ブ リ と を 備 え 、
　 前 記 回 動 ア セ ン ブ リ は 、
　 前 記 案 内 レ ー ル に 取 り 付 け ら れ る 回 動 ブ ラ ケ ッ ト と 、
　 前 記 支 持 脚 が 第 １ の 方 向 に 延 び る 第 １ の 軸 の 周 り を 回 動 で き る よ う に 前 記 支 持 脚 に 回 動
可 能 に 取 り 付 け ら れ る 回 動 ア ー ム と 、
　 前 記 回 動 ア ー ム を 前 記 回 動 ブ ラ ケ ッ ト に 回 動 可 能 に 取 り 付 け る 回 動 リ ン ク と を 含 み 、
　 前 記 回 動 ア ー ム が 、 前 記 回 動 リ ン ク に 対 し て 、 前 記 第 １ の 方 向 に 実 質 的 に 直 交 す る 第 ２
の 方 向 に 延 び る 第 ２ の 軸 の 周 り を 回 動 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 回 動 リ ン ク が 、 前 記 回 動 ブ ラ ケ ッ ト に 対 し て 、 前 記 第 １ の 方 向 お よ び 前 記 第 ２ の 方
向 に 実 質 的 に 直 交 す る 第 ３ の 方 向 に 延 び る 第 ３ の 軸 の 周 り を 回 動 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 回 動 ア セ ン ブ リ は 、 前 記 回 動 リ ン ク に 対 す る 前 記 回 動 ア ー ム の 回 動 可 能 範 囲 を 制 限
す る よ う に 構 成 さ れ る 制 止 部 材 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 支 持 構 造 に 取 り 付 け ら れ る
日 よ け ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 制 止 部 材 は 、 前 記 回 動 リ ン ク に 対 す る 前 記 回 動 ア ー ム の 回 動 を 少 な く と も 約 ９ ０ ゜
に 制 限 す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 日 よ け ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 第 １ の 端 部 お よ び 第 ２ の 端 部 を 含 み 、 前 記 第 １ の 端 部 が 支 持 構 造 に 対 し て 取 り 付 け ら れ
る よ う に 構 成 さ れ る ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ と 、
　 前 記 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ の 前 記 第 ２ の 端 部 に 対 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 ア ー ム ・ ア セ ン
ブ リ に よ っ て 支 持 構 造 に 対 し て 支 持 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る 案 内 レ ー ル と 、
　 第 １ お よ び 第 ２ の 支 持 脚 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 支 持 脚 の 各 々 が 、
　 前 記 案 内 レ ー ル に 取 り 付 け ら れ る 第 １ の セ グ メ ン ト と 、
　 前 記 第 １ の セ グ メ ン ト に 取 り 付 け ら れ る 第 ２ の セ グ メ ン ト と 、
　 前 記 支 持 脚 を 所 定 の 段 階 的 な 長 さ に 選 択 的 に 固 定 す る こ と を 可 能 に す る た め に 、 前 記 第
１ の セ グ メ ン ト に 対 し て 前 記 第 ２ の セ グ メ ン ト を 複 数 の 相 対 位 置 か ら 選 択 さ れ た 位 置 に 固
定 す る よ う に 構 成 さ れ る 固 定 部 材 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 支 持 構 造 に 取 り 付 け ら れ る 日
よ け ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
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　 前 記 固 定 部 材 が 、 付 勢 部 材 に よ っ て 固 定 位 置 に 付 勢 さ れ る 制 止 要 素 を 備 え る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 日 よ け ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ の セ グ メ ン ト が 、
　 ス ロ ッ ト 幅 を 有 す る 長 ス ロ ッ ト と 、
　 前 記 ス ロ ッ ト に 沿 っ て 間 隔 を 設 け て 順 次 配 置 さ れ 、 前 記 ス ロ ッ ト に つ な が る 複 数 の 拡 大
孔 と を 含 み 、
　 前 記 拡 大 孔 が 前 記 ス ロ ッ ト 幅 よ り 大 き な 寸 法 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記
載 の 日 よ け ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 固 定 部 材 が 、 前 記 第 １ の セ グ メ ン ト に 対 し て 前 記 第 ２ の セ グ メ ン ト を 前 記 複 数 の 選
択 可 能 な 相 対 位 置 か ら 選 択 さ れ た 位 置 に 固 定 す る た め に 、 前 記 複 数 の 拡 大 孔 か ら 選 択 さ れ
た 拡 大 孔 に 収 容 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る 制 止 要 素 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に
記 載 の 日 よ け ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 ２ の セ グ メ ン ト が 、 前 記 第 １ の セ グ メ ン ト に 嵌 め 込 ま れ る よ う に 収 容 さ れ 、
　 前 記 固 定 部 材 が 、 前 記 第 １ の セ グ メ ン ト の 前 記 ス ロ ッ ト を 貫 く よ う に 構 成 さ れ る 部 材 連
結 具 に よ っ て 、 前 記 第 ２ の セ グ メ ン ト に 取 り 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記
載 の 日 よ け ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 日 よ け 用 柔 軟 材 の シ ー ト を さ ら に 備 え 、
　 前 記 第 ２ の 支 持 脚 が 、
　 第 ３ の セ グ メ ン ト と 、
　 前 記 第 ２ の セ グ メ ン ト に 対 し て 伸 長 す る 位 置 へ 前 記 第 ３ の セ グ メ ン ト を 付 勢 す る よ う に
構 成 さ れ る 付 勢 部 材 と を さ ら に 含 み 、
　 前 記 付 勢 部 材 は 、 所 定 の 加 重 が 前 記 日 よ け 用 柔 軟 材 に か か る と 、 前 記 第 ２ の セ グ メ ン ト
に 対 す る 前 記 第 ３ の セ グ メ ン ト の 移 動 に よ っ て 前 記 日 よ け 部 材 か ら 加 重 が 取 り 除 か れ 、 前
記 付 勢 部 材 が 前 記 第 ２ の セ グ メ ン ト に 対 し て 伸 長 す る 前 記 位 置 へ 前 記 第 ３ の セ グ メ ン ト を
再 び 付 勢 す る よ う に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 日 よ け ア セ ン ブ リ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
（ 関 連 出 願 の 相 互 参 照 ）
　 本 発 明 は 、 参 照 に よ っ て 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ て い る 、 ２ ０ ０ ５ 年 １ １ 月 ２ ８ 日 に 受 理
さ れ た 米 国 仮 出 願 第 ６ ０ ／ ７ ４ ０ ， ０ ８ ０ 号 、 そ の 全 開 示 の 利 益 を 主 張 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 日 よ け に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 支 持 構 造 に 取 り 付 け る 日 よ け ア セ ン ブ リ （ 組
立 部 品 ） に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 建 物 ま た は 自 動 車 に 従 来 の 日 よ け ア セ ン ブ リ を 設 け る こ と が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 レ
ジ ャ ー ・ カ ー に 日 よ け ア セ ン ブ リ を 設 け る こ と が 知 ら れ て い る 。 そ の よ う な 従 来 の 日 よ け
ア セ ン ブ リ は 、 通 常 、 レ ジ ャ ー ・ カ ー の 壁 の 上 部 で 、 サ イ ド ド ア の 上 方 に 取 り 付 け ら れ る
。 従 来 の 日 よ け ア セ ン ブ リ は 、 様 々 な 目 的 に 対 し て 有 益 で あ る こ と が わ か っ て い る 。 例 え
ば 、 従 来 の 日 よ け ア セ ン ブ リ は 、 レ ジ ャ ー ・ カ ー の 隣 接 領 域 を 雨 か ら 遮 る こ と に よ っ て 、
そ の 領 域 を 保 護 す る た め に 有 益 で あ る こ と が わ か っ て い る 。 さ ら に 、 従 来 の 日 よ け ア セ ン
ブ リ は 、 直 射 日 光 を 遮 る の に 有 効 で あ る こ と が わ か っ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 支 持 構 造 に 隣 接 す る 領 域 に シ ェ ル タ ー （ 風 雨 ・ 日 照 を 避 け る 手 段 ） を 設 け る た め に は 、
支 持 構 造 に 取 り 付 け る 日 よ け ア セ ン ブ リ が 必 要 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 態 様 は 、 支 持 構 造 に 取 り 付 け る 日 よ け ア セ ン ブ リ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 １ つ の 態 様 に よ れ ば 、 日 よ け ア セ ン ブ リ は 、 第 １ の セ グ メ ン ト と 、 第 １ の セ グ メ ン ト に
回 動 可 能 に 結 合 さ れ た 第 ２ の セ グ メ ン ト と 、 を 含 む 少 な く と も １ つ の ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ
を 含 ん で い る 。 そ の 少 な く と も １ つ の ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ は 、 さ ら に 、 第 １ お よ び 第 ２ の
セ グ メ ン ト の 一 部 の 間 に 設 け ら れ る 付 勢 部 材 を 含 ん で い る 。 第 １ お よ び 第 ２ の セ グ メ ン ト
は 、 付 勢 部 材 が 露 出 す る 開 姿 勢 と 、 付 勢 部 材 が 第 １ お よ び 第 ２ の セ グ メ ン ト に よ っ て 規 定
さ れ る 領 域 内 に 実 質 的 に 隠 さ れ る 閉 姿 勢 の 間 で 、 互 い に 回 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 他 の 態 様 に よ れ ば 、 支 持 構 造 に 取 り 付 け る 日 よ け ア セ ン ブ リ が 提 供 さ れ る 。 日 よ け ア セ
ン ブ リ は 、 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ と 、 支 持 構 造 に 取 り 付 け る よ う に 構 成 さ れ る 取 付 ブ ラ ケ ッ
ト と 、 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ と 取 付 ブ ラ ケ ッ ト の 間 に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ る リ ン ク 部 材
と を 含 む 。 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ は 、 リ ン ク 部 材 に 対 し て 、 第 １ の 回 動 軸 の 周 り を 回 動 す る
よ う に 構 成 さ れ て お り 、 そ し て 、 リ ン ク 部 材 は 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト に 対 し て 、 第 ２ の 回 動 軸
の 周 り を 回 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 日 よ け ア セ ン ブ リ は 、 さ ら に 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト
に 対 す る リ ン ク 部 材 の 第 ２ の 回 動 軸 周 り の 回 動 に 抗 す る よ う に 構 成 さ れ る 付 勢 部 材 と 、 付
勢 部 材 の 付 勢 を 調 整 す る よ う に 構 成 さ れ る 調 整 部 と を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 他 の 態 様 に よ れ ば 、 支 持 構 造 に 取 り 付 け る 日 よ け ア セ ン ブ リ は 、 第 １ の 端 部 お よ
び 第 ２ の 端 部 を 含 む ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ で あ っ て 、 第 １ の 端 部 が 支 持 構 造 に 対 し て 取 り 付
け る よ う に 構 成 さ れ て い る ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ を 備 え る 。 日 よ け ア セ ン ブ リ は 、 ア ー ム ・
ア セ ン ブ リ の 第 ２ の 端 部 に 対 し て 取 り 付 け ら れ る 案 内 レ ー ル で あ っ て 、 ア ー ム ・ ア セ ン ブ
リ が 、 支 持 構 造 に 対 し て 案 内 レ ー ル を 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 案 内 レ ー ル を 含 む 。
日 よ け ア セ ン ブ リ は 、 支 持 脚 と 、 支 持 脚 を 案 内 レ ー ル に 結 合 す る 回 動 ア セ ン ブ リ を 含 む 。
回 動 ア セ ン ブ リ は 、 案 内 レ ー ル に 取 り 付 け ら れ る 回 動 ブ ラ ケ ッ ト と 、 支 持 脚 が 第 １ の 方 向
に 延 び る 第 １ の 軸 の 周 り を 回 動 で き る よ う に す る た め に 、 支 持 脚 に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら
れ る 回 動 ア ー ム と を 含 む 。 回 動 ア セ ン ブ リ は 、 さ ら に 、 回 動 ア ー ム を 回 動 ブ ラ ケ ッ ト に 回
動 可 能 に 取 り 付 け る 回 動 リ ン ク を 含 む 。 回 動 ア ー ム は 、 回 動 リ ン ク に 対 し て 、 第 １ の 方 向
に 実 質 的 に 直 交 す る 第 ２ の 方 向 に 延 び る 第 ２ の 軸 の 周 り を 回 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る
。 回 動 リ ン ク は 、 回 動 ブ ラ ケ ッ ト に 対 し て 、 第 １ の 方 向 お よ び 第 ２ の 方 向 に 実 質 的 に 直 交
す る 第 ３ の 方 向 に 延 び る 第 ３ の 軸 の 周 り を 回 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 回 動 ア セ ン ブ
リ は 、 回 動 リ ン ク が 回 動 ブ ラ ケ ッ ト に 対 し て 回 動 す る こ と が で き る 範 囲 を 制 限 す る よ う に
構 成 さ れ る 第 １ の 制 止 部 材 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら な る 他 の 態 様 に よ れ ば 、 支 持 構 造 に 取 り 付 け る 日 よ け ア セ ン ブ リ は 、 第 １ の 端 部 お
よ び 第 ２ の 端 部 を 含 む ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ で あ っ て 、 第 １ の 端 部 が 、 支 持 構 造 に 対 し て 取
り 付 け る よ う に 構 成 さ れ て い る ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ を 備 え る 。 日 よ け ア セ ン ブ リ は 、 ア ー
ム ・ ア セ ン ブ リ の 第 ２ の 端 部 に 対 し て 取 り 付 け ら れ る 案 内 レ ー ル で あ っ て 、 ア ー ム ・ ア セ
ン ブ リ が 支 持 構 造 に 対 し て 案 内 レ ー ル を 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 案 内 レ ー ル を 含 む
。 日 よ け ア セ ン ブ リ は 、 さ ら に 、 支 持 脚 と 、 支 持 脚 を 案 内 レ ー ル に 結 合 す る 回 動 ア セ ン ブ
リ を 含 む 。 回 動 ア セ ン ブ リ は 、 案 内 レ ー ル に 取 り 付 け ら れ る 回 動 ブ ラ ケ ッ ト と 、 支 持 脚 が
第 １ の 方 向 に 延 び る 第 １ の 軸 の 周 り を 回 動 す る こ と を 可 能 に す る た め に 、 支 持 脚 に 回 動 可
能 に 取 り 付 け ら れ る 回 動 ア ー ム と を 含 む 。 回 動 ア セ ン ブ リ は 、 回 動 ア ー ム を 回 動 ブ ラ ケ ッ
ト に 回 動 可 能 に 取 り 付 け る 回 動 リ ン ク を 含 む 。 回 動 ア ー ム は 、 回 動 リ ン ク に 対 し て 、 第 １
の 方 向 に 実 質 的 に 直 交 す る 第 ２ の 方 向 に 延 び る 第 ２ の 軸 の 周 り を 回 動 す る よ う に 構 成 さ れ
て い る 。 回 動 リ ン ク は 、 回 動 ブ ラ ケ ッ ト に 対 し て 、 第 １ の 方 向 お よ び 第 ２ の 方 向 に 実 質 的
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に 直 交 す る 第 ３ の 方 向 に 延 び る 第 ３ の 軸 の 周 り を 回 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 回 動 ア
セ ン ブ リ は 、 回 動 ア ー ム が 回 動 リ ン ク に 対 し て 回 動 す る こ と が で き る 範 囲 を 制 限 す る よ う
に 構 成 さ れ る 制 止 部 材 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 他 の 態 様 に よ れ ば 、 支 持 構 造 に 取 り 付 け る １ つ の 日 よ け ア セ ン ブ リ が 、 提 供 さ れ
る 。 日 よ け ア セ ン ブ リ は 、 第 １ の 端 部 お よ び 第 ２ の 端 部 を 持 つ ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ で あ っ
て 、 第 １ の 端 部 が 支 持 構 造 に 対 し て 取 り 付 け る よ う に 構 成 さ れ て い る ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ
を 含 む 。 日 よ け ア セ ン ブ リ は 、 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ の 第 ２ の 端 部 に 対 し て 取 り 付 け ら れ る
案 内 レ ー ル で あ っ て 、 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ が 支 持 構 造 に 対 し て 案 内 レ ー ル を 支 持 す る よ う
に 構 成 さ れ て い る 案 内 レ ー ル を 含 む 。 日 よ け ア セ ン ブ リ は 、 さ ら に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 支
持 脚 の 各 々 が 、 案 内 レ ー ル に 取 り 付 け ら れ る 第 １ の セ グ メ ン ト と 、 第 １ の セ グ メ ン ト に 取
り 付 け ら れ る 第 ２ の セ グ メ ン ト と 、 第 ２ の セ グ メ ン ト を 第 １ の セ グ メ ン ト に 対 し て 、 支 持
脚 を 複 数 の 所 定 の 段 階 的 な 長 さ の う ち １ つ の 長 さ に 選 択 的 に 固 定 す る こ と を 可 能 に す る た
め に 、 複 数 の 選 択 可 能 な 相 対 位 置 か ら 選 択 さ れ た １ つ の 位 置 に 固 定 す る よ う に 構 成 さ れ る
固 定 部 材 と を 含 む 第 １ お よ び 第 ２ の 支 持 脚 を 備 え る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 述 お よ び そ の 他 の 本 発 明 の 態 様 は 、 明 細 書 お よ び 添 付 図 面 に 基 づ い て 、 本 発 明 に 関 す
る 当 業 者 に と っ て 明 白 に な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 明 細 書 に お け る 用 語 は 、 便 宜 上 用 い ら れ る も の で あ り 、 本 発 明 を 限 定 す る も の と し て
解 釈 す べ き で は な い 。 さ ら に 、 図 面 に お い て 、 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 様 の 参 照 番 号 が 付 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 支 持 構 造 に 取 り 付 け る 日 よ け ア セ ン ブ リ １ ０ ０ を 示 し て い る 。 本 明 細 書 に お け
る 日 よ け ア セ ン ブ リ は 、 垂 直 面 （ 例 え ば 、 建 物 の 壁 、 移 動 車 の 壁 、 戸 口 な ど ） の よ う な 、
広 範 な 支 持 構 造 に 取 り 付 け る も の で あ っ て も よ い 。 さ ら に 、 支 持 構 造 は 、 垂 直 面 以 外 の 面
（ 例 え ば 、 天 井 、 屋 根 構 造 な ど ） 、 ま た は 、 他 の 支 持 構 造 を 有 し て も よ い 。 例 示 に お い て
は 、 レ ジ ャ ー ・ カ ー の 垂 直 壁 を 備 え る 支 持 構 造 ６ ０ ０ に 取 り 付 け ら れ た 日 よ け ア セ ン ブ リ
１ ０ ０ が 示 さ れ て い る 。 そ の 他 の 例 に お い て は 、 他 の 支 持 構 造 が 設 け ら れ て も よ い 。 本 明
細 書 に お け る 日 よ け ア セ ン ブ リ は 、 落 下 物 ま た は 天 候 （ 例 え ば 、 日 光 、 降 雨 ） か ら 保 護 す
る た め に 用 い る も の で あ っ て も よ く 、 お よ び ／ ま た は 、 蚊 の よ う な 害 虫 と の 接 触 を 阻 止 す
る た め の 囲 い の 一 部 と し て 用 い ら れ る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 例 示 さ れ て い る 日 よ け ア セ ン ブ リ １ ０ ０ に は 、 単 独 で ま た は 組 み 合 わ せ て 用 い る こ と が
で き る 本 発 明 の 様 々 な 態 様 が 設 け ら れ る 。 例 え ば 、 図 示 さ れ て い る よ う に 、 日 よ け ア セ ン
ブ リ １ ０ ０ は 、 第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ お よ び 第 １ の セ グ メ ン ト に 回 動 可 能 に 結 合 さ れ た
第 ２ の セ グ メ ン ト １ ３ ０ を 含 む 、 少 な く と も １ つ の ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ １ １ ０ を 有 す る こ
と が で き る 。 第 １ の セ グ メ ン ト と 第 ２ の セ グ メ ン ト は 、 用 途 に 応 じ て 、 構 造 が 異 な っ て い
て も 同 様 で も よ い し 、 長 さ が 異 な っ て い て も 同 様 で も よ い 。 図 示 さ れ て い る よ う に 、 セ グ
メ ン ト １ ２ ０ 、 １ ３ ０ は 、 直 線 状 の セ グ メ ン ト で あ る が 、 そ の 他 の 例 に お い て 、 そ れ ら の
セ グ メ ン ト は 、 曲 線 状 で も そ の 他 の 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ２ の セ グ メ ン ト １ ３ ０ は 、 様 々 な 手 法 に よ っ て 、 第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ に 回 動 可 能
に 結 合 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ８ 、 図 １ ０ 、 図 １ ２ 、 お よ び 図 １ ６ に 示 す よ う に 、
第 １ の 回 動 部 材 １ ２ ２ を 第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ に 取 り 付 け 、 第 ２ の 回 動 部 材 １ ２ ４ を 第
２ の セ グ メ ン ト １ ３ ０ に 取 り 付 け た 回 動 構 造 を 設 け る こ と が で き る 。 あ る 例 に お い て は 、
第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ と 第 ２ の セ グ メ ン ト １ ３ ０ の 間 が 仰 角 に な ら な い よ う に な っ て い
る 。 あ る い は 、 図 １ ０ お よ び 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ と 第 ２ の セ グ
メ ン ト １ ３ ０ の 間 が 仰 角 に な る よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 回 動 部 材 １ ２ ２ 、 １ ２ ４ を 設 計
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し て も よ い 。 仰 角 に す る 場 合 は 、 用 途 に 応 じ て 、 様 々 な 仰 角 を 設 定 す る こ と が で き る 。 例
え ば 、 第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ と 第 ２ の セ グ メ ン ト １ ３ ０ の 間 が 、 ０ ゜ 超 、 お よ び 約 ４ ５
゜ 以 下 の 仰 角 と な る よ う に 設 定 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ と 第
２ の セ グ メ ン ト １ ３ ０ の 間 が 、 ３ ゜ 超 、 お よ び 約 ２ ０ ゜ 以 下 の 仰 角 と な る よ う に 設 定 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ と 第 ２ の セ グ メ ン ト １ ３ ０ の 間 が 、 約 ５ ゜
ま た は 約 １ ２ ゜ の 仰 角 と な る よ う に 設 定 す る こ と が で き る 。 選 択 に 応 じ て 、 図 １ に 示 す よ
う に 、 第 １ の セ グ メ ン ト と 第 ２ の セ グ メ ン ト の 間 が 仰 角 と な る よ う に 設 定 す れ ば 、 第 １ の
セ グ メ ン ト お よ び 第 ２ の セ グ メ ン ト よ り 上 部 に 、 柔 軟 材 １ ０ ２ で 構 成 さ れ る シ ー ト を 位 置
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 少 な く と も １ つ の ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ １ １ ０ は 、 さ ら に 、 第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ の 一
部 と 第 ２ の セ グ メ ン ト １ ３ ０ の 一 部 の 間 に 設 け ら れ る 付 勢 部 材 １ ４ ０ を 含 む こ と も で き る
。 ま た 、 第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ と 第 ２ の セ グ メ ン ト １ ３ ０ は 、 付 勢 部 材 １ ４ ０ が 露 出 す
る 開 姿 勢 （ 図 ８ お よ び 図 １ ０ 参 照 ） と 、 付 勢 部 材 が 第 １ お よ び 第 ２ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ 、
１ ３ ０ に よ っ て 規 定 さ れ る 領 域 内 に 実 質 的 に 隠 さ れ る 閉 姿 勢 （ 図 ９ 参 照 ） の 間 で 互 い に 回
動 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 閉 姿 勢 に お い て 付 勢 部 材 １ ４ ０ が 隠 れ る 領 域 は 、 第 １ ま た は 第
２ の セ グ メ ン ト の 一 方 に 設 け て も よ い 。 こ の 場 合 、 第 １ お よ び 第 ２ の セ グ メ ン ト の う ち の
他 方 は 、 付 勢 部 材 １ ４ ０ が 隠 れ る 領 域 に 対 す る カ バ ー と し て の 役 割 を 有 す る 。 あ る い は 、
図 示 さ れ て い る よ う に 、 閉 姿 勢 に お い て 付 勢 部 材 １ ４ ０ が 隠 れ る 領 域 を 、 第 １ お よ び 第 ２
の セ グ メ ン ト の 一 部 に よ っ て 規 定 す る こ と も で き る 。 さ ら に 、 第 １ の セ グ メ ン ト 、 第 ２ の
セ グ メ ン ト 、 お よ び ／ ま た は 付 勢 部 材 １ ４ ０ を 、 図 ９ に 例 示 さ れ て い る 閉 姿 勢 と な る よ う
に 構 成 し て も よ い 。 例 え ば 、 図 ８ お よ び 図 ９ に 示 す よ う に 、 閉 姿 勢 に お い て 、 セ グ メ ン ト
同 士 が 合 致 す る よ う に 、 第 ２ の セ グ メ ン ト １ ３ ０ は 、 第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ の 内 部 ま た
は 雌 溝 に 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ る 雄 リ ッ プ 部 （ 唇 状 に 突 き 出 た 部 分 ） １ ３ ２ を 含 ん で い
て も よ い 。 さ ら に 、 付 勢 部 材 １ ４ ０ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の セ グ メ ン ト が 、 開 姿 勢 と 閉 姿 勢
の 間 で 移 動 す る と き に 、 第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ 内 へ 付 勢 部 材 １ ４ ０ を 位 置 調 整 す る よ う
に 構 成 さ れ る 位 置 調 整 構 造 １ ４ ２ を 含 ん で い て も よ い 。 位 置 調 整 構 造 １ ４ ２ は 、 例 え ば 、
第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ の 内 側 に 対 向 す る 付 勢 部 材 側 に 厚 み を 提 供 す る よ う に 、 環 状 部 材
を 付 勢 部 材 １ ４ ０ の 周 囲 に 備 え る こ と も で き る 。 第 １ の セ グ メ ン ト と 第 ２ の セ グ メ ン ト が
閉 姿 勢 に 移 動 す る 際 に 、 そ の 環 状 部 材 は 、 第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ の 内 部 へ 付 勢 部 材 １ ４
０ を 位 置 調 整 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 付 勢 部 材 １ ４ ０ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ 、 １ ３ ０ を 、 開 姿 勢 ま た は 閉 姿
勢 に 付 勢 す る よ う に 構 成 さ れ る 様 々 な 構 造 を 有 す る こ と が で き る 。 例 示 に お い て は 、 付 勢
部 材 １ ４ ０ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ 、 １ ３ ０ を 、 開 姿 勢 に 付 勢 す る よ う に
構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ お よ び 第 ２ の セ グ メ ン ト を 、 閉 姿 勢 に 付 勢 す る 付 勢 部 材 を 含
ん で も よ い 。 さ ら に 、 付 勢 部 材 は 、 様 々 な 部 材 に よ り 構 築 さ れ て も よ い 。 例 え ば 、 付 勢 部
材 は 、 コ イ ル ば ね ま た は そ の 他 の 付 勢 機 構 を 有 す る こ と が で き る 。 例 示 に お い て は 、 付 勢
部 材 １ ４ ０ は 、 第 １ の 端 部 １ ４ ０ ａ を 第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ の 一 部 に 取 り 付 け て 、 第 ２
の 端 部 １ ４ ０ ｂ を 第 ２ の セ グ メ ン ト １ ３ ０ の 一 部 に 取 り 付 け た ガ ス ・ ス プ リ ン グ を 有 す る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 付 勢 部 材 １ ４ ０ の 両 端 部 を 、 そ れ ぞ れ の セ グ メ ン ト に 取 り 付 け る た め に 、 様 々 な 構 造 を
用 い る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 付 勢 部 材 １ ４ ０ の 第 １ の 端 部 １ ４ ０
ａ を 、 第 １ の 取 付 ブ ラ ケ ッ ト 材 １ ４ ４ に よ っ て 、 第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ に 取 り 付 け て も
よ い 。 同 様 に 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 付 勢 部 材 １ ４ ０ の 第 ２ の 端 部 １ ４ ０ ｂ を 、 第 ２ の 取
付 ブ ラ ケ ッ ト 材 １ ４ ６ に よ っ て 、 第 ２ の セ グ メ ン ト １ ３ ０ に 取 り 付 け て も よ い 。 取 付 ブ ラ
ケ ッ ト 材 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ を 、 第 １ お よ び 第 ２ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ 、 １ ３ ０ の そ れ ぞ れ に 、
調 整 可 能 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 例 え ば 、 そ れ ら の ブ ラ ケ ッ ト を 、 そ れ ぞ れ の セ グ メ
ン ト の 長 さ 方 向 に 沿 っ た 選 択 的 位 置 に 取 り 付 け て 、 用 途 に 応 じ て 付 勢 部 材 １ ４ ０ の 予 圧 を

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-62720 A 2007.3.15



適 正 化 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 例 に お い て 、 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ １ １ ０ を 、 支 持 構 造 ６ ０ ０ と 案 内 レ ー ル ２ ２
０ の 間 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 図 ４ ～ 図 ７ に 示 す よ う に 、 支 持 構 造 ６ ０ ０ に 取 り 付 け
ら れ る 後 部 カ バ ー ４ ０ ０ に 、 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ １ １ ０ を 取 り 付 け る た め に 、 ア ー ム 取 付
ア セ ン ブ リ １ ４ ８ を 用 い て も よ い 。 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 ア ー ム 取 付 ア セ ン ブ リ
１ ４ ８ は 、 支 持 構 造 に 取 り 付 け る よ う に 構 成 さ れ る 取 付 ブ ラ ケ ッ ト １ ５ ０ を 有 し て も よ い
。 図 示 さ れ て い る よ う に 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト １ ５ ０ は 、 後 部 カ バ ー ４ ０ ０ を 介 し て 、 支 持 構
造 ６ ０ ０ に 間 接 的 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 図 示 さ れ て は い な い が 、 取 付
ブ ラ ケ ッ ト を 、 支 持 構 造 に 直 接 取 り 付 け る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 ア ー ム 取 付 ア セ ン ブ リ １ ４ ８ は 、 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ １ １ ０ と 取 付 ブ ラ ケ ッ ト １
５ ０ の 間 に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ た リ ン ク 部 材 １ ６ ０ を 含 む こ と も で き る 。 図 示 さ れ て
い る よ う に 、 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ １ １ ０ は 、 リ ン ク 部 材 １ ６ ０ に 対 し て 、 第 １ の 回 動 軸 １
７ ０ の 周 り を 回 動 す る よ う に 構 成 さ れ 、 リ ン ク 部 材 は 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト に 対 し て 、 第 ２ の
回 動 軸 １ ８ ０ の 周 り を 回 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 必 須 で は な い が 、 図 示 さ れ て い る
よ う に 、 第 １ の 軸 １ ７ ０ と 第 ２ の 軸 １ ８ ０ は 、 実 質 的 に 直 交 し て も よ い 。 図 ６ に 示 す よ う
に 、 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ １ １ ０ の 第 １ の 端 部 １ １ ２ に 回 動 デ バ イ ス １ ６ ２ を 取 り 付 け て 、
ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ が リ ン ク 部 材 に 対 し て 第 １ の 回 動 軸 １ ７ ０ の 周 り を 回 動 す る よ う に し
て も よ い 。 図 ６ に 例 示 す る よ う に 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト １ ５ ０ の 穴 部 を 貫 く 回 動 ボ ル ト １ ５ ２
を 介 し て 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト １ ５ ０ に リ ン ク 部 材 １ ６ ０ を 回 動 可 能 に 取 り 付 け て も よ く 、 リ
ン ク 部 材 １ ６ ０ は 、 ナ ッ ト １ ５ ４ を 介 し て 回 動 ボ ル ト １ ５ ２ の 端 部 に 取 り 付 け ら れ て も よ
い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ お よ び 図 ７ に 例 示 す る よ う に 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト １ ５ ０ は 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト １ ５ ０ の
溝 部 １ ５ ８ の 溝 下 部 １ ５ ８ ａ 内 に 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ る 取 付 シ ム （ 詰 め 部 材 ） １ ５ ６
を 備 え て も よ い 。 取 付 ブ ラ ケ ッ ト １ ５ ０ を 後 部 カ バ ー ４ ０ ０ に 取 り 付 け る た め に 、 取 付 ね
じ １ ５ ７ ａ 、 １ ５ ７ ｂ が 取 付 シ ム １ ５ ６ を 圧 迫 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 図 ７ か ら 明 ら か な
よ う に 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト １ ５ ０ を 後 部 カ バ ー ４ ０ ０ に 取 り 付 け る た め に 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト
１ ５ ０ の 溝 部 １ ５ ８ を 、 後 部 カ バ ー ４ ０ ０ の 舌 部 ４ ０ ２ 上 に 差 し 込 ん で も よ い 。 次 に 、 取
付 ブ ラ ケ ッ ト １ ５ ０ と 後 部 カ バ ー ４ ０ ０ を 連 結 （ イ ン タ ー ロ ッ ク ） す る た め に 、 取 付 シ ム
１ ５ ６ を 溝 部 １ ５ ８ の 溝 下 部 １ ５ ８ ａ に 挿 入 し て も よ い 。 次 に 、 取 付 ね じ １ ５ ７ ａ 、 １ ５
７ ｂ を 締 め て 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト １ ５ ０ を 後 部 カ バ ー ４ ０ ０ に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ア ー ム 取 付 ア セ ン ブ リ １ ４ ８ は 、 さ ら に 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト １ ５ ０ に 対 す る 、 第 ２ の 回 動
軸 １ ８ ０ 周 り の リ ン ク 部 材 １ ６ ０ の 回 動 を 制 限 す る よ う な 構 造 を 含 む こ と も で き る 。 例 え
ば 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 ス ト ッ プ ね じ の よ う な 制 止 部 材 （ ス ト ッ プ 部 材 ） ２ １
０ を 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト １ ５ ０ の 肩 部 １ ５ ５ に 対 し て 作 用 す る よ う に 、 リ ン ク 部 材 １ ６ ０ の
穴 部 １ ６ ４ に 通 し て も よ い 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 制 止 部 材 ２ １ ０ は 、 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ
お よ び ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ に 支 持 さ れ る 構 造 の 重 量 に よ り 生 じ る 、 第 ２ の 回 動 軸 １ ８ ０ 周
り の ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ １ １ ０ の 時 計 回 り 方 向 １ ８ ２ の 回 動 を 制 限 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 ア ー ム 取 付 ア セ ン ブ リ １ ４ ８ は 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト １ ５ ０ に 対 す る 第 ２ の 回 動 軸
１ ８ ０ 周 り の リ ン ク 部 材 １ ６ ０ の 回 動 に 抗 す る よ う に 構 成 さ れ る 付 勢 部 材 ２ ０ ２ を さ ら に
含 む こ と も で き る 。 軸 受 ピ ン ２ ０ ４ の 挿 入 部 ２ ０ ４ ａ を 、 付 勢 部 材 ２ ０ ２ の 端 部 ２ ０ ２ ａ
に 挿 入 し て も よ い 。 そ し て 、 軸 受 ピ ン ２ ０ ４ と と も に 、 端 部 ２ ０ ２ ａ を リ ン ク 部 材 １ ６ ０
の 背 面 の 穴 部 （ 図 示 せ ず ） に 挿 入 し て も よ い 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 付 勢 部 材 ２ ０ ２ は 、 第
２ の 回 動 軸 １ ８ ０ よ り 下 で 、 後 部 カ バ ー ４ ０ ０ を 圧 迫 す る 。 し た が っ て 、 図 ７ を 用 い て 説
明 す る と 、 付 勢 部 材 ２ ０ ２ が 第 ２ の 回 動 軸 １ ８ ０ の 周 り に 反 時 計 回 り 方 向 の 反 作 用 モ ー メ
ン ト 力 を 発 生 さ せ 、 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ １ １ ０ お よ び ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ に 支 持 さ れ る 構

10

20

30

40

50

(8) JP 2007-62720 A 2007.3.15



造 の 重 量 に よ っ て 生 じ る 、 リ ン ク 部 材 が 第 ２ の 回 動 軸 １ ８ ０ の 周 り を 時 計 回 り 方 向 １ ８ ２
に 回 動 し よ う と す る 動 作 に 対 し て 抗 す る こ と が で き る 。 付 勢 部 材 ２ ０ ２ は 、 様 々 な 構 造 を
有 す る こ と が で き る 。 図 示 さ れ て い る よ う に 、 付 勢 部 材 ２ ０ ２ は 、 圧 縮 ば ね を 有 し て も よ
い 。 ま た 、 ゴ ム 、 板 ば ね の よ う な 弾 性 体 、 ま た は そ の 他 の 付 勢 機 構 を 用 い て も よ い 。 さ ら
に 、 例 示 さ れ て い る 調 整 ね じ の よ う な 調 整 部 ２ ０ ０ を 設 け て 、 付 勢 部 材 ２ ０ ２ の 圧 縮 を 調
整 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。 図 示 さ れ て い る よ う に 、 調 整 部 ２ ０ ０ を 、 穴 部 １ ６ ６ に 通
し 、 軸 受 ヘ ッ ド ２ ０ ４ ｂ を 圧 迫 す る よ う に 締 め る こ と に よ っ て 、 反 作 用 モ ー メ ン ト 力 を 増
加 さ せ 、 ま た は 、 緩 め る こ と に よ っ て 、 反 作 用 モ ー メ ン ト 力 を 減 少 さ せ て も よ い 。 こ の よ
う に 、 調 整 部 ２ ０ ０ を 設 け る こ と に よ っ て 、 ユ ー ザ が 、 日 よ け ア セ ン ブ リ １ ０ ０ を 微 調 整
し て 、 種 々 の 環 境 に 適 応 さ せ た り 、 種 々 の 負 荷 に 適 応 さ せ た り す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 述 の よ う に 、 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ １ １ ０ を 、 支 持 構 造 ６ ０ ０ と 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ の 間
に 取 り 付 け て も よ い 。 上 述 し た よ う に 、 ア ー ム 取 付 ア セ ン ブ リ １ ４ ８ を 用 い て 、 ア ー ム ・
ア セ ン ブ リ １ １ ０ の 第 １ の 端 部 １ １ ２ を 、 後 部 カ バ ー ４ ０ ０ を 介 し て 、 支 持 構 造 ６ ０ ０ に
据 え 付 け て も よ い 。 一 例 に お い て は 、 図 ４ 、 図 ８ 、 図 １ ０ 、 図 １ ３ 、 お よ び 図 １ ７ に 示 す
よ う に 、 案 内 レ ー ル 回 動 ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ ２ を 用 い て 、 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ １ １ ０ の 第 ２ の
端 部 １ １ ４ を 、 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ に 回 動 可 能 に 取 り 付 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 日 よ け ア セ ン ブ リ １ ０ ０ は 、 後 部 カ バ ー ４ ０ ０ に 対 し て 取 り 付 け ら
れ る ロ ー ラ ・ チ ュ ー ブ ４ １ ０ を 含 む こ と が で き る 。 ロ ー ラ ・ チ ュ ー ブ ４ １ ０ と 、 選 択 に 応
じ て ロ ー ラ ・ チ ュ ー ブ ４ １ ０ に 巻 き つ け ら れ る 日 よ け 用 柔 軟 材 １ ０ ２ の シ ー ト と を 格 納 す
る た め に 、 上 カ バ ー ４ ２ ０ を 後 部 カ バ ー ４ ０ ０ の 上 方 に 設 置 す る こ と も で き る 。 日 よ け ア
セ ン ブ リ １ ０ ０ の 展 開 お よ び 収 納 を 制 御 す る 制 御 機 構 に 接 続 す る た め に ロ ー ラ ・ チ ュ ー ブ
４ １ ０ か ら 延 び る 電 気 接 続 端 ４ １ ２ を 備 え る モ ー タ を 、 ロ ー ラ ・ チ ュ ー ブ の 内 部 に 格 納 し
て も よ い 。 図 ３ は 、 日 よ け 用 柔 軟 材 １ ０ ２ の シ ー ト が 日 よ け ア セ ン ブ リ か ら 分 解 さ れ た 部
分 分 解 図 で あ る 。 日 よ け シ ー ト １ ０ ２ の 一 方 の 端 部 を 、 ロ ー ラ ・ チ ュ ー ブ ４ １ ０ に 取 り 付
け て 、 日 よ け シ ー ト １ ０ ２ の 他 方 の 端 部 を 、 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ の 一 部 に 係 合 さ せ て も よ い
。 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ に 取 り 付 け ら れ る と 、 案 内 レ ー ル 端 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ ４ ａ 、 ２ ２ ４
ｂ を 用 い て 、 日 よ け シ ー ト １ ０ ２ の 対 応 す る 端 部 が 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ に 固 定 さ れ て も よ い
。 図 ５ に 示 す よ う に 、 後 部 カ バ ー ４ ０ ０ は 、 １ つ ま た は 任 意 に 追 加 さ れ る 緩 衝 器 ４ ０ ４ を
備 え 、 緩 衝 器 ４ ０ ４ は 、 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ が 閉 姿 勢 に あ る と き に 各 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ
１ １ ０ と 接 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 閉 姿 勢 に お い て は 、 第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ の 表 面 が
、 緩 衝 器 部 材 ４ ０ ４ と 接 触 し て 、 後 部 カ バ ー ４ ０ ０ に 対 す る 第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ の 位
置 を 定 め る の に 役 立 つ 。 任 意 に 追 加 さ れ る 発 泡 部 材 ４ ０ ６ を 設 け て 、 閉 姿 勢 に お い て 、 ア
ー ム ・ ア セ ン ブ リ １ １ ０ に 傷 が 付 く こ と を 防 ぐ こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 用 途 に よ っ て は 、 日 よ け ア セ ン ブ リ １ ０ ０ の ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ １ １ ０ は 、 単 一 の ア ー
ム ・ ア セ ン ブ リ を 有 し て も よ い 。 図 示 さ れ て い る よ う に 、 少 な く と も １ つ の ア ー ム ・ ア セ
ン ブ リ １ １ ０ が 、 ２ つ の ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ を 有 す る こ と も 可 能 で あ
る 。 さ ら に 、 ３ つ 以 上 の ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ を 組 み 込 ん で も よ い 。 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ の 各
端 部 に 支 持 体 を 設 け る た め に は 、 ２ つ の ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ を 設 け る こ と が 望 ま し い 。 そ
れ ら の ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ は 互 い に 異 な る も の で あ っ て も よ い が 、 例 示 さ れ て い る ア ー ム
・ ア セ ン ブ リ は 、 実 質 的 に 鏡 像 （ 面 対 象 ） と な る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 複 数 の ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ が 設 け ら れ る 場 合 は 、 そ れ ら を 様 々 な 姿 勢 で 配 置 し て も よ い
。 例 え ば 、 図 ３ か ら 明 ら か な よ う に 、 各 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ に お け る
第 １ の セ グ メ ン ト １ ２ ０ と 第 ２ の セ グ メ ン ト １ ３ ０ の 間 の 回 動 結 合 部 が 、 開 姿 勢 よ り も 閉
姿 勢 に お い て 、 互 い に 接 近 す る 。 こ の よ う に 第 １ お よ び 第 ２ の ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ １ １ ０
ａ 、 １ １ ０ ｂ を 配 置 す る こ と に よ り 、 開 姿 勢 で は 、 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ の 各 端 部 を 支 持 す る
た め に 適 切 な ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ の 間 隔 を 実 現 し 、 一 方 、 閉 姿 勢 で は 、 ア ー ム ・ ア セ ン ブ
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リ を コ ン パ ク ト に 折 り 畳 む こ と が で き る の で 有 益 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 日 よ け ア セ ン ブ リ １ ０ ０ は １ つ 以 上 の 支 持 脚 を 備 え て も よ く 、 支 持 脚 は 、 案 内 レ ー ル ２
２ ０ に 取 り 付 け ら れ 、 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ １ １ ０ が 開 姿 勢 に あ る と き に 、 案 内 レ ー ル ２ ２
０ を 補 助 的 に 支 持 す る 。 一 例 に お い て 、 そ れ ら の 支 持 脚 を 、 案 内 レ ー ル の 真 下 の 地 面 に 係
合 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 そ れ ら の 支 持 脚 は 、 後 方 に 回 動 し て 、 支 持
構 造 ６ ０ ０ に 係 合 す る よ う に し て も よ い 。 そ れ ら の 支 持 脚 は 、 回 動 可 能 に 案 内 レ ー ル に 取
り 付 け ら れ て も よ く 、 ま た 、 案 内 レ ー ル の 収 納 位 置 に 畳 み 込 ま れ る よ う に 設 計 さ れ て も よ
い 。 展 開 位 置 か ら 収 納 位 置 へ の 支 持 脚 の 移 動 を 容 易 に す る た め に 、 回 動 ア セ ン ブ リ ５ ０ ０
を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 回 動 ア セ ン ブ リ ５ ０ ０ が 、 第 １ の 支 持 脚 ２ ３ ０ を 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ に 回 動 可 能 に 結 合 さ
せ る よ う な 様 々 な 構 成 を 有 す る こ と に よ り 、 第 １ の 支 持 脚 ２ ３ ０ は 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ に 対
し て 収 納 位 置 に 回 動 す る こ と が で き る 。 図 ２ ０ ～ ２ ４ は 、 本 発 明 の 特 徴 を 適 用 す る 回 動 ア
セ ン ブ リ ５ ０ ０ の 一 例 の 態 様 を 示 し て い る 。 図 示 さ れ て い る よ う に 、 回 動 ア セ ン ブ リ ５ ０
０ は 、 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ に 取 り 付 け る た め の 開 口 部 ５ １ ２ を 含 む 回 動 ブ ラ ケ ッ ト ５ １ ０ を
備 え て も よ い 。 回 動 ブ ラ ケ ッ ト ５ １ ０ は 、 開 口 部 に よ ら ず に 、 タ ッ ク 溶 接 ま た は 接 着 な ど
に よ っ て 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ に 結 合 さ れ て も よ い 。 ま た 、 回 動 ア セ ン ブ リ ５ ０ ０ は 、 第 １ の
支 持 脚 ２ ３ ０ が 第 １ の 軸 ５ ２ ２ の 回 り を 第 １ の 方 向 に 回 動 で き る よ う に 、 第 １ の 支 持 脚 ２
３ ０ に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 回 動 ア ー ム ５ ２ ０ を 含 む こ と も で き る 。 回 動 ア セ ン ブ リ
５ ０ ０ は 、 さ ら に 、 回 動 ア ー ム ５ ２ ０ を 回 動 ブ ラ ケ ッ ト ５ １ ０ に 回 動 可 能 に 取 り 付 け る 回
動 リ ン ク ５ ３ ０ を 含 む こ と も で き る 。 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ に 対 し て 、 第 １ の 方 向 に 実 質 的 に
直 交 す る 第 ２ の 方 向 に 延 び る 第 ２ の 軸 ５ ３ ２ の 回 り を 回 動 す る よ う に 、 回 動 ア ー ム ５ ２ ０
を 構 成 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 回 動 ブ ラ ケ ッ ト ５ １ ０ に 対 し て 、 第 １ の 方 向 ５ ２ ２ お
よ び 第 ２ の 方 向 ５ ３ ２ に 実 質 的 に 直 交 す る 第 ３ の 方 向 に 延 び る 第 ３ の 軸 ５ ３ ４ の 回 り を 回
動 す る よ う に 、 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ を 構 成 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 回 動 ア セ ン ブ リ ５ ０
０ は 、 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ が 回 動 ブ ラ ケ ッ ト ５ １ ０ に 対 し て 回 動 す る こ と が で き る 範 囲 を 制
限 す る よ う に 構 成 さ れ る 第 １ の 制 止 部 材 ５ ３ ６ を 含 む こ と も で き る 。 ま た 、 回 動 ア セ ン ブ
リ ５ ０ ０ は 、 回 動 ア ー ム ５ ２ ０ が 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ に 対 し て 回 動 す る こ と が で き る 範 囲 を
制 限 す る よ う に 構 成 さ れ る 第 ２ の 制 止 部 材 ５ ２ ４ を 含 む こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 回 動 ア セ ン ブ リ ５ ０ ０ は 、 上 述 の 構 造 関 係 と な る よ う に 、 様 々 な 構 成 を と る こ と が で き
る 。 例 え ば 、 回 動 ブ ラ ケ ッ ト ５ １ ０ は 、 取 付 部 ５ １ ４ 、 連 結 部 ５ １ ６ 、 お よ び 、 取 付 部 ５
１ ４ と 連 結 部 ５ １ ６ を つ な ぐ 首 状 部 ５ １ ８ を 含 む こ と が で き る 。 図 ２ ４ に 示 す よ う に 、 連
結 部 ５ １ ６ は 、 回 動 穴 部 ５ １ ７ を 含 ん で も よ く 、 回 動 穴 部 ５ １ ７ は 、 第 １ の 制 止 部 材 ５ ３
６ に 干 渉 し て 第 ３ の 回 動 軸 ５ ３ ４ の 周 り の 回 動 に 抗 す る よ う に 構 成 さ れ る 凸 部 ５ １ ５ を 備
え て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ は 、 第 ３ の 回 動 軸 ５ ３ ４ に 沿 っ て 、 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ の 上 面 か
ら 延 在 す る 回 動 ピ ン ５ ３ ５ を 含 む こ と も で き る 。 回 動 ピ ン ５ ３ ５ を 、 第 １ の 制 止 部 材 ５ ３
６ と と も に 、 回 動 ブ ラ ケ ッ ト ５ １ ０ の 回 動 穴 部 ５ １ ７ の 内 部 に 挿 入 し て 、 所 定 の 位 置 に 留
め る こ と が で き る 。 図 ２ ０ お よ び ２ １ に 示 す よ う に 、 ワ ッ シ ャ ５ ４ ６ を 、 連 結 部 ５ １ ６ の
上 面 に 配 置 し て も よ い 。 そ し て 、 留 具 ５ ４ ８ が 、 ワ ッ シ ャ ５ ４ ６ お よ び 連 結 部 ５ １ ６ の 上
面 の 開 口 部 を 貫 い て 挿 入 さ れ 、 回 動 ピ ン ５ ３ ５ の 内 側 の ね じ 穴 ５ ３ ５ ａ に 螺 合 さ れ て も よ
い 。 互 い に 取 り 付 け ら れ る と 、 図 ２ ４ に 示 す よ う に 、 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ の 第 １ の 制 止 部 材
５ ３ ６ は 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ５ １ ０ の 凸 部 ５ １ ５ と 相 互 作 用 し て 、 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ が 回 動
ブ ラ ケ ッ ト ５ １ ０ に 対 し て 回 動 す る こ と が で き る 範 囲 を 制 限 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 回 動 ア セ ン ブ リ ５ ０ ０ は 、 ま た 、 回 動 ア ー ム ５ ２ ０ が 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ に 対 し て 回 動 す
る こ と が で き る 範 囲 を 制 限 す る よ う に 構 成 さ れ る 第 ２ の 制 止 部 材 ５ ２ ４ を 含 む こ と も で き
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る 。 第 １ お よ び 第 ２ の 制 止 部 材 ５ ３ ６ 、 ５ ２ ４ が 共 に 図 示 さ れ て い る が 、 回 動 ア セ ン ブ リ
５ ０ ０ は 、 第 １ の 制 止 部 材 ５ ３ ６ ま た は 第 ２ の 制 止 部 材 ５ ２ ４ の い ず れ か 一 方 の み を 含 ん
で も よ い 。 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 回 動 ア ー ム ５ ２ ０ は 、 第 ２ の 回 動 軸 ５ ３ ２ に 沿 っ て 、 回
動 ア ー ム ５ ２ ０ の 側 面 か ら 延 在 す る 回 動 ピ ン ５ ２ ５ を 含 む こ と も で き る 。 回 動 ピ ン ５ ２ ５
を 、 第 ２ の 制 止 部 材 ５ ２ ４ と と も に 、 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ 内 に 設 け ら れ る 回 動 穴 部 ５ ３ ８ の
内 部 に 挿 入 し て 、 所 定 の 位 置 に 留 め る こ と が で き る 。 図 ２ ０ お よ び ２ １ に 示 す よ う に 、 ワ
ッ シ ャ ５ ５ ０ を 、 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ の 側 面 に 配 置 し て も よ い 。 そ し て 、 留 具 ５ ５ ２ が 、 ワ
ッ シ ャ ５ ５ ０ お よ び 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ の 側 面 の 開 口 部 を 貫 い て 挿 入 さ れ 、 回 動 ピ ン ５ ２ ５
の 内 側 の ね じ 穴 ５ ２ ５ ａ に 螺 合 さ れ て も よ い 。 互 い に 取 り 付 け ら れ る と 、 図 ２ ３ に 示 す よ
う に 、 回 動 ア ー ム ５ ２ ０ の 第 ２ の 制 止 部 材 ５ ２ ４ は 、 ス ロ ッ ト ５ ４ ０ ａ の 内 部 を 移 動 し て
、 第 １ お よ び 第 ２ の 肩 部 ５ ４ ２ ａ 、 ５ ４ ４ ａ と 相 互 作 用 し 、 回 動 ア ー ム ５ ２ ０ が 回 動 リ ン
ク ５ ３ ０ に 対 し て 第 ２ の 回 動 軸 ５ ３ ２ の 周 り に 回 動 す る こ と が で き る 範 囲 を 制 限 す る よ う
に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 示 さ れ て い な い が 、 そ の 他 の 構 成 で は 、 回 動 ア ー ム ５ ２ ０ の 回 動 ピ ン ５ ２ ５ が 、 回 動
リ ン ク ５ ３ ０ の 反 対 側 の 側 面 の 開 口 部 を 通 し て 挿 入 さ れ 、 こ れ に よ り 回 動 ア ッ セ ン ブ リ ５
０ ０ が 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ の 反 対 側 の 端 部 に 取 り 付 け ら れ て よ い 。 互 い に 取 り 付 け ら れ る と
、 図 ２ ２ に お い て 、 回 動 ア ー ム ５ ２ ０ の 第 ２ の 制 止 部 材 ５ ２ ４ が 、 第 ２ の 弧 状 ス ロ ッ ト ５
４ ０ ｂ の 内 部 を 移 動 し て 、 第 ２ の 弧 状 ス ロ ッ ト ５ ４ ０ ｂ の 第 １ お よ び 第 ２ の 肩 部 ５ ４ ２ ｂ
、 ５ ４ ４ ｂ と 相 互 作 用 し 、 回 動 ア ー ム ５ ２ ０ が 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ に 対 し て 第 ２ の 回 動 軸 ５
３ ２ の 周 り に 回 動 す る こ と が で き る 範 囲 を 制 限 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 こ の よ う に 、 第 ２
の 弧 状 ス ロ ッ ト ５ ４ ０ ｂ に よ り 、 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ の 対 向 す る 面 の う ち の い ず れ か 一 方 側
へ 回 動 ア ー ム ５ ２ ０ を 取 り 付 け る こ と が で き 、 回 動 ア セ ン ブ リ ５ ０ ０ を 、 右 側 ま た は 左 側
の 回 動 ア セ ン ブ リ と し て 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ ８ を 用 い て 、 展 開 位 置 か ら 収 納 位 置 へ の 第 １ の 支 持 脚 ２ ３ ０ の 回 動 を 支 援 す る た め
の 回 動 ア セ ン ブ リ ５ ０ ０ の 適 用 例 を 説 明 す る 。 第 １ の 支 持 脚 ２ ３ ０ を 収 納 す る た め に 、 ま
ず 、 ユ ー ザ は 第 １ の 支 持 脚 ２ ３ ０ を 回 動 矢 印 Ｒ 1 に 沿 っ て 約 ９ ０ ° 第 １ の 軸 ５ ２ ２ の 周 り
を 回 動 さ せ て も よ い 。 第 １ の 支 持 脚 ２ ３ ０ が 回 動 矢 印 Ｒ 1 に 沿 っ て 回 動 す る 範 囲 を 制 限 す
る た め に 、 制 止 部 材 が 用 い ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 ユ ー ザ は 、 第 １ の 支 持 脚 ２ ３ ０ を 回 動 矢 印 Ｒ 2 に 沿 っ て 第 ２ の 軸 ５ ３ ２ の 周 り を
回 転 さ せ て も よ い 。 第 ２ の 制 止 部 材 ５ ２ ４ と 第 ２ の 肩 部 ５ ４ ４ ａ の 間 の 相 互 作 用 に よ っ て
、 第 １ の 支 持 脚 ２ ３ ０ が 回 動 矢 印 Ｒ 2 の 反 対 方 向 へ 回 動 す る こ と が 妨 げ ら れ る 。 ユ ー ザ が
、 第 ２ の 軸 ５ ３ ２ の 周 り を Ｒ 2 方 向 に 第 １ の 支 持 脚 ２ ３ ０ を 回 転 さ せ る と 、 第 ２ の 制 止 部
材 ５ ２ ４ が 弧 状 ス ロ ッ ト ５ ４ ０ ａ の 内 部 を 移 動 し て 、 第 ２ の 制 止 部 材 ５ ２ ４ が 第 １ の 肩 部
５ ４ ２ ａ に 係 合 し 、 回 動 ア ー ム ５ ２ ０ が 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ に 対 し て 回 動 で き る 範 囲 を 制 限
す る 。 例 え ば 、 第 ２ の 制 止 部 材 ５ ２ ４ は 、 回 動 ア ー ム ５ ２ ０ の 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ に 対 す る
回 動 範 囲 を 少 な く と も 約 ９ ０ ゜ に 制 限 す る 。 さ ら な る 例 で は 、 第 ２ の 制 止 部 材 ５ ２ ４ は 、
回 動 ア ー ム ５ ２ ０ の 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ に 対 す る 回 動 範 囲 を 約 ９ ０ ゜ に 制 限 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ユ ー ザ は 、 第 １ の 支 持 脚 ２ ３ ０ を 回 動 矢 印 Ｒ 3 に 沿 っ て 第 ３ の 軸 ５ ３ ４ の 周 り に 回 転 さ
せ て も よ い 。 第 １ の 制 止 部 材 ５ ３ ６ と 凸 部 ５ １ ５ の 間 の 相 互 作 用 に よ っ て 、 第 １ の 支 持 脚
２ ３ ０ が 回 動 矢 印 Ｒ 3 の 反 対 方 向 へ 回 転 す る こ と が 妨 げ ら れ る 。 ユ ー ザ が 、 第 ３ の 軸 ５ ３
４ の 周 り を Ｒ 3 方 向 に 第 １ の 支 持 脚 ２ ３ ０ を 回 転 さ せ る と 、 第 １ の 制 止 部 材 ５ ３ ６ が 、 回
動 穴 ５ １ ７ の 内 部 を 移 動 し て 、 第 １ の 支 持 脚 ２ ３ ０ が 、 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ の 背 部 に 係 合 す
る 。 こ の よ う に 、 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ と と も に 、 第 １ の 制 止 部 材 ５ ３ ６ が 、 回 動 リ ン ク ５ ３
０ の 回 動 ブ ラ ケ ッ ト ５ １ ０ に 対 す る 回 動 を 制 限 す る 。 例 え ば 、 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ と と も に
、 第 １ の 制 止 部 材 ５ ３ ６ は 、 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ の 回 動 ブ ラ ケ ッ ト ５ １ ０ に 対 す る 回 動 を 、
少 な く と も 約 ９ ０ ゜ に 制 限 す る 。 さ ら な る 例 で は 、 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ と と も に 、 第 １ の 制
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止 部 材 ５ ３ ６ は 、 回 動 リ ン ク ５ ３ ０ の 回 動 ブ ラ ケ ッ ト ５ １ ０ に 対 す る 回 動 を 約 ９ ０ ゜ に 制
限 し て も よ い 。 第 ３ の 回 動 軸 ５ ３ ４ の 周 り を 回 動 し た 後 、 第 １ の 支 持 脚 ２ ３ ０ は 、 案 内 レ
ー ル ２ ２ ０ 内 の 領 域 に 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 一 例 に よ れ ば 、 日 よ け ア セ ン ブ リ １ ０ ０ は 、 前 述 の 第 １ の 支 持 脚 ２ ３ ０ に 加 え
、 第 ２ の 支 持 脚 ３ ３ ０ を 含 ん で も よ い 。 図 １ ９ お よ び 図 ２ ６ に 示 す よ う に 、 各 支 持 脚 ２ ３
０ 、 ３ ３ ０ は 、 第 １ の セ グ メ ン ト ２ ４ ０ 、 ３ ４ ０ を 含 み 、 第 １ の セ グ メ ン ト ２ ４ ０ 、 ３ ４
０ は 、 例 え ば 上 述 の 回 動 ア セ ン ブ リ ５ ０ ０ を 備 え る 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ に 取 り 付 け ら れ る よ
う に 構 成 さ れ て も よ い 。 図 ２ ７ で は 、 第 １ の セ グ メ ン ト ３ ４ ０ に 関 し て 、 第 １ の セ グ メ ン
ト に 回 動 ア セ ン ブ リ ５ ０ ０ を 取 り 付 け る 工 程 が 示 さ れ て い る 。 こ こ で 、 同 様 の 工 程 が 、 第
１ の セ グ メ ン ト ２ ４ ０ に 適 用 で き る こ と は い う ま で も な い 。 図 ２ ７ に 示 す よ う に 、 端 部 キ
ャ ッ プ ３ ４ ８ に 、 例 え ば リ ベ ッ ト ３ ４ ９ ま た は そ の 他 の 留 め 構 造 を 介 し て 、 第 １ の セ グ メ
ン ト ３ ４ ０ が 取 り 付 け ら れ て も よ い 。 そ し て 、 回 動 ア セ ン ブ リ ５ ０ ０ を 端 部 キ ャ ッ プ ３ ４
８ に 回 動 可 能 に 取 り 付 け る た め に 、 回 動 ピ ン ５ ０ ２ を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に 、 各 支 持 脚 ２ ３ ０ 、 ３ ３ ０ は 、 第 １ の セ グ メ ン ト ２ ４ ０ 、 ３ ４ ０ に 取 り 付 け ら れ
た 第 ２ の セ グ メ ン ト ２ ５ ０ 、 ３ ５ ０ と 、 固 定 部 材 ２ ６ ０ 、 ３ ６ ０ を 含 ん で も よ く 、 固 定 部
材 ２ ６ ０ 、 ３ ６ ０ は 、 支 持 脚 ２ ３ ０ 、 ３ ３ ０ を 所 定 の 段 階 的 な 長 さ の う ち １ つ の 長 さ に 選
択 的 に 固 定 す る こ と を 可 能 に す る た め に 、 第 ２ の セ グ メ ン ト ２ ５ ０ 、 ３ ５ ０ を 、 第 １ の セ
グ メ ン ト ２ ４ ０ 、 ３ ４ ０ に 対 し て 、 複 数 の 選 択 可 能 な 相 対 位 置 か ら 選 択 さ れ た １ つ の 位 置
に 固 定 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 支 持 脚 ２ ３ ０ 、 ３ ３ ０ の 各 々 を 段 階 的 に 伸 長 さ せ て 固 定 す
る こ と が で き れ ば 、 無 段 調 整 支 持 脚 で は 達 成 す る こ と が 困 難 で あ っ た 、 各 支 持 脚 ２ ３ ０ 、
３ ３ ０ を 同 一 の 長 さ に す る こ と が 可 能 と な り 、 有 益 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 １ の セ グ メ ン ト 、 第 ２ の セ グ メ ン ト 、 お よ び ／ ま た は 、 固 定 部 材 は 、 段 階 的 な 長 さ 調
整 を 実 現 す る た め に は 、 様 々 な 構 造 を 適 用 こ と が で き る 。 さ ら に 、 段 階 的 な 長 さ 調 整 を 実
現 す る た め に 、 各 支 持 脚 は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 構 成 を 備 え て も よ い し 、 ま た 、 実 質 的 に 同 一
な 構 成 を 備 え て も よ い 。 例 え ば 、 図 示 さ れ て い る よ う に 、 各 第 １ の セ グ メ ン ト ２ ４ ０ 、 ３
４ ０ は 、 ス ロ ッ ト 幅 （ ｗ ） を 持 つ 細 長 い ス ロ ッ ト ２ ４ ２ 、 ３ ４ ２ 、 お よ び 、 複 数 の 拡 大 孔
２ ４ ４ 、 ３ ４ ４ を 含 む こ と が で き 、 複 数 の 拡 大 孔 ２ ４ ４ 、 ３ ４ ４ は 、 ス ロ ッ ト ２ ４ ２ 、 ３
４ ２ に 沿 っ て 間 隔 を 設 け て 順 次 配 置 さ れ 、 ス ロ ッ ト ２ ４ ２ 、 ３ ４ ２ に つ な が る 。 図 示 さ れ
て い る よ う に 、 拡 大 孔 ２ ４ ４ 、 ３ ４ ４ は 、 ス ロ ッ ト 幅 （ ｗ ） よ り 大 き な 寸 法 （ ｄ ） を そ れ
ぞ れ 備 え て い る 。 図 ２ ８ は 固 定 部 材 ３ ６ ０ の 分 解 図 の 一 例 を 図 示 し た も の で あ る 。 第 ２ の
支 持 脚 の 固 定 部 材 ３ ６ ０ が 第 １ の 支 持 脚 の 固 定 部 材 ２ ６ ０ と 同 様 で あ っ て も よ い こ と か ら
、 図 ２ ８ に は １ つ の 固 定 部 材 が 示 さ れ て い る 。 図 ２ ８ を 参 照 す る と 、 固 定 部 材 ３ ６ ０ は 、
ハ ン ド ル ３ ６ ８ 、 ハ ン ド ル ３ ６ ８ に 取 り 付 け ら れ た 制 止 要 素 （ ス ト ッ プ 要 素 ） ３ ６ ２ 、 お
よ び 制 止 要 素 ３ ６ ２ か ら 延 在 す る 部 材 連 結 具 ３ ６ ６ を 備 え た 引 手 部 材 ３ ６ １ を 含 む こ と が
で き る 。 制 止 要 素 ３ ６ ２ は 、 第 １ の セ グ メ ン ト ３ ４ ０ の 拡 大 孔 ３ ４ ４ の 形 状 に 一 致 す る 形
状 を 有 し て も よ く 、 ま た 、 部 材 連 結 具 ３ ６ ６ は 、 第 １ の セ グ メ ン ト ３ ４ ０ の ス ロ ッ ト ３ ４
２ を 貫 い て 延 在 す る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。 付 勢 部 材 ３ ６ ４ は 、 制 止 要 素 ３ ６ ２ を
固 定 位 置 に 付 勢 す る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。 引 手 部 材 ３ ６ １ を 第 ２ の セ グ メ ン ト ３
５ ０ に 取 り 付 け る た め に 、 部 材 連 結 具 ３ ６ ６ が 、 第 ２ の セ グ メ ン ト ３ ５ ０ の 開 口 部 ３ ５ ２
を 通 し て 挿 入 さ れ る 。 そ し て 、 圧 縮 コ イ ル ば ね の よ う な 付 勢 部 材 ３ ６ ４ が 、 部 材 連 結 具 ３
６ ６ に 挿 入 さ れ 、 予 圧 さ れ て も よ い 。 さ ら に 、 プ レ ス ・ ワ ッ シ ャ ３ ６ ５ が 部 材 連 結 具 ３ ６
６ に 挿 入 さ れ 、 ク リ ッ プ の よ う な 留 具 ３ ６ ７ が 、 付 勢 部 材 ３ ６ ４ の 予 圧 状 態 を 保 つ た め に
、 部 材 連 結 具 ３ ６ ６ の 端 部 の 溝 内 に 収 容 さ れ る 。 こ の よ う に 、 付 勢 部 材 ３ ６ ４ は 、 引 手 部
材 ３ ６ １ を 第 ２ の セ グ メ ン ト ３ ５ ０ に 向 か っ て 付 勢 す る た め に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ２ ６ を 参 照 す る と 、 第 ２ の セ グ メ ン ト ３ ５ ０ を 、 嵌 め 込 む よ う に 第 １ の セ グ メ ン ト ３
４ ０ の 内 部 に 収 容 し て も よ い 。 そ し て 、 嵌 め 込 ま れ た 第 １ の セ グ メ ン ト ３ ４ ０ が 第 ２ の セ
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グ メ ン ト ３ ５ ０ か ら は ず れ る こ と を 防 ぐ た め に 、 固 定 要 素 ３ ５ ４ が 第 １ の セ グ メ ン ト ３ ４
０ の 端 部 ３ ４ １ に 取 り 付 け ら れ て も よ い 。 第 ２ の 支 持 脚 ３ ３ ０ の 長 さ を 調 整 す る た め に 、
ハ ン ド ル ３ ６ ８ を 付 勢 部 材 ３ ６ ４ に よ る 付 勢 に 逆 ら っ て 外 側 に 引 い て 、 制 止 要 素 ３ ６ ２ を
、 拡 大 孔 ３ ４ ４ と の 係 合 か ら 引 き 抜 い て も よ い 。 ユ ー ザ は 、 ハ ン ド ル ３ ６ ８ を 外 側 に 引 い
た ま ま で 、 第 １ の セ グ メ ン ト ３ ４ ０ に 対 し て 、 第 ２ の セ グ メ ン ト ３ ５ ０ を 嵌 め 込 み 式 に 調
整 す る 。 セ グ メ ン ト ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ を 相 対 的 に 移 動 さ せ る と 、 部 材 連 結 具 ３ ６ ６ は 、 細 長
い ス ロ ッ ト ３ ４ ２ 内 を 自 由 に 移 動 す る 。 所 望 の 長 さ を 得 る と 、 ユ ー ザ が ハ ン ド ル を 離 す 。
そ し て 、 付 勢 部 材 ３ ６ ４ が 、 引 手 部 材 を 引 き 込 み 、 制 止 要 素 ３ ６ ２ が 、 ス ロ ッ ト ３ ４ ２ の
外 面 に 付 勢 さ れ 、 も し く は 、 拡 大 孔 ３ ４ ４ の 内 部 に 付 勢 さ れ る 。 制 止 要 素 が 、 ス ロ ッ ト ３
４ ２ の 外 面 に 付 勢 さ れ た 場 合 は 、 制 止 要 素 ３ ６ ２ が 拡 大 孔 ３ ４ ４ に そ ろ う ま で 、 ユ ー ザ が
セ グ メ ン ト 間 の 相 対 位 置 の 微 調 節 を 行 う 。 一 直 線 上 に そ ろ う と 、 付 勢 部 材 ３ ６ ４ が 制 止 要
素 ３ ６ ２ を 拡 大 孔 ３ ４ ４ 内 に 自 動 的 に 引 き 入 れ 、 第 ２ の 支 持 脚 ３ ３ ０ を 、 選 択 さ れ た 段 階
的 な 長 さ に 固 定 す る 。 同 様 に 、 第 １ の 支 持 脚 ２ ３ ０ に 対 し て 調 整 を 行 い 、 同 一 の 長 さ に す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ２ ６ 、 図 ２ ８ 、 お よ び 図 ２ ９ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 支 持 脚 ３ ３ ０ は 、 第 ３ の セ グ メ ン
ト ３ ７ ０ 、 第 ２ の セ グ メ ン ト ３ ５ ０ に 対 し て 伸 長 し た 位 置 に 第 ３ の セ グ メ ン ト ３ ７ ０ を 付
勢 す る よ う に 構 成 さ れ る 付 勢 部 材 ３ ８ ０ を 含 む こ と も で き る 。 図 ２ ９ に 示 す よ う に 、 取 付
ブ ラ ケ ッ ト ３ ８ ２ を 、 付 勢 部 材 ３ ８ ０ の 第 １ の 端 部 ３ ８ １ ａ に 取 り 付 け て よ く 、 ま た 、 付
勢 部 材 ３ ８ ０ の 第 ２ の 端 部 ３ ８ １ ｂ を 、 第 ３ の セ グ メ ン ト ３ ７ ０ の １ つ の 端 部 に 取 り 付 け
て よ い 。 そ し て 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ３ ８ ２ を 、 付 勢 部 材 ３ ８ ０ の 第 １ の 端 部 ３ ８ １ ａ と と も
に 、 第 ２ の セ グ メ ン ト ３ ５ ０ の 内 部 に 挿 入 し て よ い 。 ま た 、 リ ベ ッ ト の よ う な 留 具 ３ ８ ４
を 用 い て 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ３ ８ ２ を 、 第 ２ の セ グ メ ン ト ３ ５ ０ に 取 り 付 け て も よ い 。 付 勢
部 材 は 、 様 々 な 構 成 を 含 む こ と が で き る 。 例 え ば 、 付 勢 部 材 ３ ８ ０ は 、 ガ ス ・ ス プ リ ン グ
を 有 し て も よ い し 、 そ の 他 の 手 段 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ３ ０ ～ 図 ３ ２ は 、 第 ２ お よ び 第 ３ の セ グ メ ン ト ４ ５ ０ 、 ４ ７ ０ の そ の 他 の 例 を 示 し て
い る 。 付 勢 部 材 ４ ８ ０ は 、 ロ ッ ド ４ ８ ４ の 周 囲 に 取 り 付 け ら れ た 圧 縮 ば ね ４ ８ ２ を 備 え る
。 付 勢 部 材 ４ ８ ０ は 、 第 ２ の セ グ メ ン ト ４ ５ ０ に 対 し て 伸 長 し た 位 置 に 、 第 ３ の セ グ メ ン
ト ４ ７ ０ を 付 勢 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 図 ３ １ お よ び 図 ３ ２ に 示 す よ う に 、 取 付 ブ ラ
ケ ッ ト ４ ８ ６ を 、 付 勢 部 材 ４ ８ ０ の 第 １ の 端 部 ４ ８ １ ａ に 取 り 付 け て も よ く 、 ま た 、 付 勢
部 材 ４ ８ ０ の 第 ２ の 端 部 ４ ８ １ ｂ を 、 第 ３ の セ グ メ ン ト ４ ７ ０ の 内 部 に 固 定 す る よ う に 取
り 付 け て も よ い 。 例 え ば 、 ク ロ ス 部 材 （ 横 材 ） ４ ８ ８ を 、 第 ３ の セ グ メ ン ト ４ ７ ０ の 端 部
の 水 平 ス ロ ッ ト 内 に 収 容 し て も よ く 、 ま た 、 ね じ ４ ９ ０ ａ 、 ４ ９ ０ ｂ に よ っ て 、 ク ロ ス 部
材 ４ ８ ８ を 、 第 ３ の セ グ メ ン ト ４ ７ ０ の 内 部 に 固 定 し て も よ い 。 図 ３ １ に 示 す よ う に 、 取
付 ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ ６ を 、 第 ２ の セ グ メ ン ト ４ ５ ０ の 内 に 挿 入 し て 、 リ ベ ッ ト ４ ９ ２ ま た は
他 の 留 具 を 用 い て 、 第 ２ の セ グ メ ン ト ４ ５ ０ に 留 め て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ２ Ａ お よ び 図 ２ Ｂ を 用 い て 、 支 持 脚 ２ ３ ０ 、 ３ ３ ０ の 使 用 方 法 を 説 明 す る 。 前 述 の よ
う に 、 図 ２ Ａ に 示 す 第 １ お よ び 第 ２ の 支 持 脚 は 、 各 脚 の 長 さ を 実 質 的 に 同 一 の 長 さ に 設 定
し て 、 水 平 な 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ が 実 質 的 に 水 平 に な る よ う に 、 段 階 的 な 長 さ に 調 整 さ れ る
。 さ ら に 、 第 ２ の 支 持 脚 ３ ３ ０ は 、 第 ３ の セ グ メ ン ト ３ ７ ０ お よ び 付 勢 部 材 ３ ８ ０ を 含 む
こ と も で き る 。 第 ２ の 支 持 脚 ３ ３ ０ は 、 日 よ け ア セ ン ブ リ を 段 階 的 に 調 節 す る こ と を 可 能
に す る と と も に 、 所 定 の 加 重 （ Ｗ ） が か か っ た 場 合 に 加 重 を 取 り 除 く 機 能 を 備 え る 。 図 ２
Ｂ に 示 す よ う に 、 所 定 の 加 重 （ Ｗ ） が 、 日 よ け 用 柔 軟 材 １ ０ ２ の 一 部 に か か る と 、 付 勢 部
材 ３ ８ ０ は 、 第 ２ の セ グ メ ン ト ３ ５ ０ に 対 す る 第 ３ の セ グ メ ン ト ３ ７ ０ の 移 動 に よ っ て 、
日 よ け 材 料 １ ０ ２ か ら 加 重 が 取 り 除 か れ 、 付 勢 部 材 ３ ８ ０ が 、 第 ２ の セ グ メ ン ト ３ ５ ０ に
対 し て 伸 長 し た 位 置 に な る よ う に 、 第 ３ の セ グ メ ン ト ３ ７ ０ を 再 び 付 勢 す る よ う に 構 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】

10

20

30

40

50

(13) JP 2007-62720 A 2007.3.15



　 日 よ け ア セ ン ブ リ １ ０ ０ の 操 作 を 説 明 す る 。 完 全 に 収 納 さ れ た 位 置 か ら 、 ユ ー ザ は 、 日
よ け ア セ ン ブ リ １ ０ ０ を 展 開 す る た め の 制 御 機 器 を 操 作 す る 。 展 開 中 に 、 ア ー ム ・ ア セ ン
ブ リ １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ に よ っ て 、 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ が 後 部 カ バ ー ４ ０ ０ か ら 離 れ 始 め 、
日 よ け シ ー ト １ ０ ２ が ロ ー ラ ・ チ ュ ー ブ ４ １ ０ か ら 広 が り 始 め る 。 展 開 中 に 、 ア ー ム ・ ア
セ ン ブ リ １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ が 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ を 速 く 広 げ す ぎ る こ と を 防 止 す る た め に
、 ロ ー ラ ・ チ ュ ー ブ ４ １ ０ の 内 部 の モ ー タ を ブ レ ー キ 機 構 と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る
。 完 全 に 展 開 し た 位 置 を 知 ら せ る た め の リ ミ ッ ト ・ ス イ ッ チ を 作 動 さ せ て 、 モ ー タ が 後 部
カ バ ー ４ ０ ０ に 対 す る 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ の 過 移 動 を 防 止 す る こ と も で き る 。 展 開 す る と 、
各 支 持 脚 ２ ３ ０ 、 ３ ３ ０ を 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ か ら 展 開 し て 、 下 方 に 回 動 さ せ て も よ い 。 各
支 持 脚 の 底 部 を 地 面 に 係 合 さ せ て も よ く 、 底 部 を 支 持 構 造 ６ ０ ０ の 側 面 に 取 り 付 け て も よ
い 。 各 固 定 部 材 ２ ６ ０ 、 ３ ６ ０ の ハ ン ド ル ３ ６ ８ を 引 い て 、 制 止 要 素 ３ ６ ２ を 拡 大 孔 ３ ４
４ か ら そ れ ぞ れ 離 し 、 支 持 脚 の 全 体 の 長 さ を 調 整 し て も よ い 。 所 望 の 長 さ が 達 成 さ れ る と
、 引 手 ハ ン ド ル ３ ６ ８ を 離 し て 、 制 止 要 素 ３ ６ ２ を 適 切 な 拡 大 孔 ３ ４ ４ に 引 き 戻 す よ う に
し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 日 よ け ア セ ン ブ リ １ ０ ０ を 収 納 す る た め に は 、 支 持 脚 ２ ３ ０ 、 ３ ３ ０ が 、 上 方 に 回 動 し
て 、 案 内 レ ー ル ２ ２ ０ に 対 し て 格 納 さ れ る 。 ユ ー ザ が 制 御 装 置 を 作 動 さ せ 、 モ ー タ に よ っ
て 、 日 よ け シ ー ト １ ０ ２ が ロ ー ラ ・ チ ュ ー ブ ４ １ ０ 内 の ロ ー ラ ・ チ ュ ー ブ ４ １ ０ へ 巻 き 取
ら れ る 。 ロ ー ラ ・ チ ュ ー ブ ４ １ ０ が 日 よ け 材 料 １ ０ ２ を 引 き 込 む に つ れ 、 案 内 レ ー ル ２ ２
０ が 、 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ に よ る 付 勢 に 逆 ら っ て 、 後 部 カ バ ー ４ ０ ０
に 向 か っ て 戻 り 始 め る 。 完 全 に 収 納 さ れ た 場 合 に モ ー タ を 止 め る た め の ト リ ガ 機 構 を 設 け
る こ と が で き る 。 ト リ ガ 機 構 は 、 例 え ば 、 リ ミ ッ ト ・ ス イ ッ チ な ど の 、 モ ー タ の 過 負 荷 状
態 に よ っ て 、 モ ー タ に 供 給 さ れ る 電 圧 ま た は 電 流 の 所 定 の 変 化 に 対 し て 反 応 す る 制 御 手 段
を 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 の 上 記 の 説 明 か ら 、 当 業 者 に よ っ て 、 改 良 、 変 形 、 お よ び 変 更 が 認 識 さ れ る 。 当
業 者 に 理 解 さ れ る 範 囲 に お い て 、 こ れ ら の 改 良 、 変 形 、 お よ び 変 更 は 、 本 請 求 の 範 囲 に よ
っ て カ バ ー さ れ る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 態 様 に 関 す る 、 支 持 構 造 に 取 り 付 け ら れ た 日 よ け ア セ ン ブ リ の 側 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 図 １ の 、 支 持 構 造 に 取 り 付 け ら れ た 日 よ け ア セ ン ブ リ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 降 雨 時 に お け る 、 図 ２ Ａ の 日 よ け ア セ ン ブ リ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 態 様 に 関 す る 、 日 よ け ア セ ン ブ リ の 部 分 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 態 様 に 関 す る 、 日 よ け ア セ ン ブ リ の 他 の 部 分 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 態 様 に 関 す る 、 日 よ け ア セ ン ブ リ の さ ら に 他 の 部 分 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 範 囲 ６ に お け る 、 日 よ け ア セ ン ブ リ の 一 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 日 よ け ア セ ン ブ リ の 一 部 の 組 み 立 て ら れ た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 態 様 に 関 す る 、 開 姿 勢 に お け る ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ の 一 例 を 示 し た 平 面
図 で あ る 。
【 図 ９ 】 閉 姿 勢 に お け る 図 ８ の ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ８ の ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ８ の 範 囲 １ １ に お け る 、 日 よ け ア セ ン ブ リ の 一 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ８ の 範 囲 １ ２ に お け る 、 日 よ け ア セ ン ブ リ の 一 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 ８ の 範 囲 １ ３ に お け る 、 日 よ け ア セ ン ブ リ の 一 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ０ の 範 囲 １ ４ に お け る 、 日 よ け ア セ ン ブ リ の 一 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ０ の 範 囲 １ ５ に お け る 、 日 よ け ア セ ン ブ リ の 一 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ０ の 範 囲 １ ６ に お け る 、 日 よ け ア セ ン ブ リ の 一 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ０ の 範 囲 １ ７ に お け る 、 日 よ け ア セ ン ブ リ の 一 部 の 拡 大 図 で あ る 。
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【 図 １ ８ 】 日 よ け ア セ ン ブ リ の 案 内 レ ー ル に 対 し て 、 展 開 位 置 か ら 収 納 位 置 に 回 動 す る 第
１ の 支 持 脚 の 一 例 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ８ の 第 １ の 支 持 脚 の 部 分 組 立 分 解 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 態 様 に 関 す る 、 支 持 脚 の た め の 回 動 ア セ ン ブ リ の 一 例 を 示 し た 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ２ １ 】 図 ２ ０ の 回 動 ア セ ン ブ リ の 組 立 分 解 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 ２ ０ の 線 ２ ２ － ２ ２ に 沿 っ た 回 動 ア セ ン ブ リ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 図 ２ ０ の 線 ２ ３ － ２ ３ に 沿 っ た 回 動 ア セ ン ブ リ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 図 ２ ０ の 線 ２ ４ － ２ ４ に 沿 っ た 回 動 ア セ ン ブ リ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 本 発 明 の 態 様 に 関 す る 、 第 ２ の 支 持 脚 の 一 例 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 図 ２ ５ の 第 ２ の 支 持 脚 の 部 分 組 立 分 解 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 図 ２ ６ の 第 ２ の 支 持 脚 の 第 １ の セ グ メ ン ト の 組 立 分 解 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 図 ２ ６ の 第 ２ の 支 持 脚 の 第 ２ の セ グ メ ン ト お よ び 第 ３ の セ グ メ ン ト の 部 分 組 立
分 解 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 図 ２ ８ の 第 ２ の 支 持 脚 の 第 ３ の セ グ メ ン ト の 組 立 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 本 発 明 の 態 様 に 関 す る 、 第 ２ の 支 持 脚 の 第 ２ お よ び 第 ３ の セ グ メ ン ト を 例 示 す
る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 図 ３ ０ の 第 ２ の 支 持 脚 の 第 ２ お よ び 第 ３ の セ グ メ ン ト の 部 分 組 立 分 解 図 で あ る
。
【 図 ３ ２ 】 図 ３ １ の 第 ２ の 支 持 脚 の 第 ３ の セ グ メ ン ト の 組 立 分 解 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 １ ０ ０ 　 日 よ け ア セ ン ブ リ
　 １ ０ ２ 　 日 よ け 材 料
　 １ １ ０ 、 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ 　 ア ー ム ・ ア セ ン ブ リ
　 １ ２ ０ 、 ２ ４ ０ 、 ３ ４ ０ 　 第 １ の セ グ メ ン ト
　 １ ３ ０ 、 ２ ５ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ４ ５ ０ 　 第 ２ の セ グ メ ン ト
　 １ ４ ０ 、 ２ ０ ２ 、 ３ ６ ４ 、 ３ ８ ０ 、 ４ ８ ０ 　 付 勢 部 材
　 １ ４ ８ 　 ア ー ム 取 付 ア セ ン ブ リ
　 １ ５ ０ 　 取 付 ブ ラ ケ ッ ト
　 １ ６ ０ 　 リ ン ク 部 材
　 ２ ０ ０ 　 調 整 部
　 ２ ２ ０ 　 案 内 レ ー ル
　 ２ ３ ０ 　 第 １ の 支 持 脚
　 ２ ６ ０ 、 ３ ６ ０ 　 固 定 部 材
　 ３ ３ ０ 　 第 ２ の 支 持 脚
　 ３ ７ ０ 、 ４ ７ ０ 　 第 ３ の セ グ メ ン ト
　 ４ ０ ０ 　 後 部 カ バ ー
　 ５ ０ ０ 　 回 動 ア セ ン ブ リ
　 ５ １ ０ 　 回 動 ブ ラ ケ ッ ト
　 ５ ２ ０ 　 回 動 ア ー ム
　 ５ ３ ０ 　 回 動 リ ン ク
　 ６ ０ ０ 　 支 持 構 造
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 11月 14日 (2006.11.14)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 図
【 補 正 方 法 】 追 加
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ 】 【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】
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